
第１０回 体験科学講座 ～女子高生特別コース～（総合科学部編） 

 

平成 25 年 3 月 16 日（土），広島大学工学部において，コアコースと 3 つのサブコースに分かれての体験科学

講座を実施しました。各コースにおいて，女子高校生は広島大学の教員と支援員の大学院生や学部生と実習を

行い，実習終了後の質問コーナーでは意見交換を行った。 

 

 

【当日の様子】 

○コアコース「飲料の抗酸化力を測定する！！」 

   我々は、生きるために酸素を体内に取り込んでいますが、その一部は高い酸化力を持つ活性酸素に変化し

ています。活性酸素は、がんや動脈硬化など、様々な病気の原因となります。一方、活性酸素は、抗酸化

物質によって消去されており、この働きを「抗酸化力」といいます。私達は食事を通して、色々な抗酸化

物質を体内に取り込んでいます。 

  本コースでは、抗酸化作用で退色する化合物（DPPH）を使って、飲料の抗酸化力を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○サブコース１「動物の行動を科学する」 

① ヒトを含め動物は、神経系や内分泌系によって行動が制御されています。私達が運動後に「のどの渇

き」を感じ「水」を飲むこと（飲水行動）もこれらが制御する行動のひとつです。 

    本コースでは、「飲水行動」が、どのようなメカニズムを介して制御されているのか、ラットを用い

て調べた。 

② 動物は学んだことや記憶したことに基づき適切な行動をします。私達ヒトの場合、学習・記憶したこ

とをペーパーテストなどで評価することができますが、動物はどうでしょう。脳科学の研究では「モ

リス水迷路」とよばれるプールを使った実験装置を使って、マウスやラットの学習・記憶の成立を評

価します。 

    本コースでは、実際にこの方法を用いて、ラットが学習・記憶しているかどうかを調べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



○サブコース２「樹木葉内の葉緑素を測ってみよう」 

  私達は、植物が光合成をして有機物を生産することを知っていても、葉一枚がどのくらい光合成をして

いるのかを、見た目で判断することは難しいです。しかし、葉の光合成を直接測定することは意外と大

変です。葉の光合成量を間接的に知る代替方法としては、葉の中に含まれる葉緑素量を計測することが

挙げられます。一般に、葉内の窒素が多いほど光合成の活性が高いと考えられますが、葉緑素量は葉内

の窒素量の指標値として用いられます。 

  本コースでは、葉内の葉緑素を計測できる測定器を使って、幾つかの樹木を対象に葉緑素を計測し、樹高

や樹種が異なると、葉緑素量にどのような違いがみられるのかを観察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○サブコース３「顔検出を理解しよう！」 

  最近のデジタルカメラには、顔を検出して自動的にピントを調整する機能が搭載されています。この顔

検出の機能は、たくさんの顔画像の例を学習させることで実現されています。 

  本コースでは、カメラに搭載されている顔検出の機能を体験し、それが例からの学習によってどのように

実現されているかの仕組みについて学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○質問コーナーにて 

 

 

 

 

 

 

 


